
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

764（S−552） 一般 演 題 日産 婦 誌65巻 2 号

P2−25−6　 地域周産期医療 セ ン ターで の 分娩時大量出血 症例へ の 対応 の 検討
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【目的】当院は地域周産期医療セ ン ターとして産婦人科医師 3人体制 で救急搬送を受け入 れ母体お よび新生児管理まで行っ て

い る，当院で 経験 した分娩時大 量 出血 時 の 対応 方法 につ い て 検討 した．【方法12009年 4月〜2012年 3 月ま で の 3年間の 当院

で の 3000m1以 上の 大量出血症例 は 7例 で あ っ た．産婦人科 3人体制で は分娩時出血発生時 にマ ンパ ワー不足となる，そ こ で

大 量 出血 発 生 も し くは搬 送 決 定時 に 当 院か ら総 合周 産 期 母 子 医 療 セ ン ター（以 下 総合 医療 セ ン ター）に連 絡 し母 体，新 生 児 蘇

生 医師の 派遣応援 を要請す る体制 を とっ た．同時 に麻酔科医師 に連絡，全 身管理 を依頼 した，【成績】大量 出血 症例 は 7 例 （常

位胎盤早期剥離 2例，弛緩出血 2 例，癒着胎盤，子宮内反症，腟壁血腫，各 1例）で あ っ た，3例 は 院内発症症例，4例 は
一

次産科施設か らの 救急搬送症例で あっ た．出血量 は 3061−4500mlで shock 　index（SI）は 1．0−2．6で あっ た．全例，濃厚赤血球，
新鮮凍結血 漿 の 輸血 を行 い 3 例で 血 小板輸血 を行 っ た．子宮内反症 の 症例で は 異型輸血 を要した．弛緩出血 以外 の 5例で 総合

医療セ ン ターか ら 1−3名の 医師，の べ 9名が 派遣 され 依頼か ら 60分以 内に 当院に到着，診療に参加した．術後，全症例，集
中治療室で 全身管理を行 い 救命，無事退院と なっ た．【結論】人員的制限を克服す るの に総合医療セ ン タ

ー
と連絡を取 り合 い，

医師の 緊急 の 派遣 で 人的余裕が生まれ，危機的出血 症例の 救命 に 対応可能で あ っ た，

P2−25・7　産科異常出血 に 関する分娩様式別 の リス ク 因子 ：6126例 の 多変量解析
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　【目的】近年高年妊娠 が増加 し，また肥満妊婦も増加 して い る，日本人 にお い て肥満が 出血量 に与える影響 につ い て は知 られ

て い な い ．出血 量 に影響 す る因 子 は多 数 あ るた め，産 科異 常 出 血 に関 す る分 娩 様式 別の リス ク を多変量 解析 を用 い て 検討 し

た．【方法】2006 年から 2010年 の 5 年間に 二 施設 （
一

つ の 三 次施設 と一つ の 二 次施設）で 分娩 とな っ た各 4879 例，1247例 に

つ き，変数増加選択法 に よる多重 ロ ジ ス テ ィ ッ クモ デ ル を用 い て 検討 した．【結果｝まず経腟分娩 にお い て は ， 高年（1．7倍）と

低置胎盤 （3．8倍），常位胎盤早期剥離 （3．5倍）が有意な リ ス ク因子 で あっ たが，分娩週数，初産，帝王 切開の 既往，子宮筋
腫，妊娠高血 圧腎症 ， 肥満 は関連 を認め なか っ た．また 帝王 切開分娩 に お い て は高年 （1．6 倍），低置胎盤 （2．2 倍〉，前置胎盤

　（5．8倍）．子宮破裂（8．4倍）が 有意 な リス ク因 子で あっ た が，分娩週数 初産，帝王切開の 既往，于宮筋腫，妊娠高血 圧 腎症，
肥満 は 関連 を認 め なか っ た．また 輸血 に至 っ た 症例 は経腟分娩で 12例 （O．34％ ），帝王 切開分娩で 74例 （2．8％）で あ っ たが ，

こ の うち産科異常出血 で ない に もか か わ らず輸血 を必要 と した 症例がそれぞれ 8例 （67％），14例 （19％ ）存在 した，【結論】
°
高年は経腟 分娩，帝王切 開分娩 と もに産科異常出血 の 独立 した危険因子 で あ っ た．しか し肥満は産科異常出血 と は 関連 を認め

なか っ た．高年妊娠 で は産科出血 に 注意す る必 要が あ る．

P2−25・8　体操用 ゴ ム チ ュ
ーブ を利用 した骨盤 ケ ア が 分娩時出血 量 に与 え る影響 につ い て の 検討
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【目的】妊娠 ・分娩 ・産褥期 に適切な骨盤ケ ア （骨盤の 緩み や 歪み を改善 し，正常な骨盤形態を保持す る こ と）をお こ なうこ

とで 腰痛
・切 迫 早産 ・

尿漏 れ な どの 症 状 が 改 善 し，分 娩時 出 血 量 も減 少 す る との 報告 が あ る．今 回我 々 は体操用 ゴ ム チ ュ
ーブ

を使用 した分娩時の 骨盤ケア に よ っ て 分娩時出血 量 に何 らか の 影響があ るか ど うかを検討 した．【方法】2011 年 1月から 2012
年 8 月まで に体操用 ゴ ム チ ュ

ーブ 使用 下 の 分娩に 対 して 同 意の 得 られ た A 群 （157例） お よび チ ュ
ーブ を使用 し なか っ た B

群 （同時期の 経腟分娩症 例 か ら乱数表に よ り無作為に抽出 した 159例）で 分娩時出血 量 を含め た 諸 因 子 を群間で 比較検討 し

た，A 群 で は分娩第 2 期か ら分娩終了後 2 時間に わた り，左 右の 上 前腸骨棘 と大腿骨大 転子の 間お よ び恥骨結合上 を通 る 骨盤

円周 に チ ュ
ー

ブを強 く巻 きつ けた．こ の 介入操作以外は両群で 同様の 分娩管理をお こ な っ た，【成績】分娩時平均出血量は A
群 ：276± 189g（範囲 ：36〜1048），　 B 群 ： 335士 260g（範 囲 ：46〜1600），また分娩時出血量が 800g以 上 の 異常出血 症例 は A
群 ：3例，B 群 ：11例 であ り．と もに A 群 で有意に少 な か っ た（P〈0．05）．母体年齢，初産 ・

経産 の 割合，分娩所要時間，児

体重，機械的分娩例，産科麻酔施行例 な どは群 間で 有 意差 は み られ な か っ た．初 産 例 に 限 っ た検討 で は平均出 血 量 は A 群 ：

268± 167g，　 B 群 363圭 267g と有意 に A 群で 少なか っ た （P＜ O．Ol）．経産例 で は 出血 量 に 群間で 有意差はなか っ た．【結論1体
操 用 ゴ ム チ ュ

ーブ を用 い た 骨盤 ケ ァ に よ っ て 分娩時出血 量 は 減少す る こ とが わ か っ た ．特 に そ の 効 果 は 初産症例 で 顕 著 で

あっ た．異常出血 症例数 も減少 し，分娩時の 骨盤ケ アは 試み る価値が あ る と結論された．
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